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こ
の
度
、
福
島
県
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
等
活
動
発
表
会
に
お
き
ま
し
て
、
最
優
秀
賞
に
あ
た

る
福
島
県
知
事
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
こ
れ
ま

で
研
究
会
の
活
動
に
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
研
究
会
は
、
平
成
十
七
年
九
月
に
深
刻
化
し
て
き
て
い
る
野
生
動
物
に
よ
る
農
作
物
へ
の

被
害
と
森
林
の
荒
廃
、
天
然
き
の
こ
・
山
菜
類
の
減
少
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
に
よ
る
遊
休

農
地
の
増
加
な
ど
の
問
題
を
解
消
す
べ
く
、
山
菜
・
き
の
こ
栽
培
に
よ
る
遊
休
農
地
活
用
と
地

域
振
興
、
高
齢
者
も
活
躍
で
き
る
就
労
の
場
の
確
保
を
目
的
に
設
立
し
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

山
菜
栽
培
で
は
、
遊
休
農
地
を
活
用
し
た
ア
ク
の
弱
い
ワ
ラ
ビ
栽
培
に
取
り
組
み
、
研
究
会

会
員
を
中
心
に
ワ
ラ
ビ
苗
の
提
供
を
行
い
栽
培
面
積
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

新
た
な
取
り
組
み
活
動
と
し
て
遊
休
特
用
林
産
施
設
（
き
の
こ
セ
ン
タ
ー
）
の
活
用
に
よ
る

菌
床
生
産
や
き
の
こ
栽
培
を
、
平
成
二
〇
年
よ
り
当
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
農
業
生
産
法

人
有
限
会
社
伊
南
の
郷
が
中
心
と
な
り
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

き
の
こ
生
産
に
あ
た
っ
て
は
、
特
用
林
産
の
専
門
機
関
で
菌
床
作
製
か
ら
き
の
こ
の
栽
培
方

法
、
経
営
に
至
る
ま
で
の
研
修
を
受
け
技
術
習
得
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
で
は
き
の
こ
栽
培
に
よ
る
地
域
振
興
を
図
る
た
め
に
産
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

立
ち
上
げ
を
行
い
、
新
た
な
栽
培
希
望
者
の
掘
り
起
こ
し
検
討
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
販

路
拡
大
の
た
め
地
元
ス
ー
パ
ー
へ
の
出
荷
交
渉
や
地
元
イ
ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に
参
加
し
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、「
ち
り
も
積
も
れ
ば
山
と
な
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
高
齢

者
や
研
究
会
会
員
に
無
理
の
な
い
量
（
少
量
生
産
）
を
生
産
し
て
い
た
だ
き
、
一
カ
所
で
の
集

約
出
荷
が
可
能
と
な
る
体
制
整
備
と
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
さ
ら
な
る
販
路
拡
大
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
た
通
信
販
売
も

視
野
に
入
れ
た
販
路
検
討
も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
し
て
山
菜
・
き
の
こ
栽
培
に
よ
る
地
域
の
振
興
を
図
る
べ
く
、

一
日
で
も
早
い
新
た
な
栽
培
者
の
掘
り
起
こ
し
と
特
用
林
産
施
設
整
備
を
行
い
、
山
菜
・
き
の

こ
の
生
産
を
と
お
し
て
、
若
者
か
ら
高
齢
者
の
方
々
ま
で
が
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

とびら
林業研究グループ等活動発表会
　県知事賞を受賞して
　　伊南地区山菜きのこ栽培研究会…… １
平成24年度林業普及指導員全体研修会…… ２
平成24年度林業研究グループ等活動発表会開催…… ３
林野庁長官賞を受賞して…………………… ４
林業研究センターだより……………… ５～６

林道を訪ねて3,000㎞シリーズ（第17回）
　「高密路網整備事業計画の契機」………… ７
普及指導員通信…………………………… ８
森連だより………………………………… ９
きのこセンターだより…………………… 10
林協ニュース……………………………… 11
木材市況・ふくしま東西南北…………… 12
はなしのひろば…………………………… 13

伊南地区山菜きのこ栽培研究会
星　　博　孝

「林業研究グループ等活動発表会
県知事賞を受賞して」
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平
成
二
四
年
度
林
業
普
及
指
導
員
全
体

研
修
会
は
、
二
月
六
日
、
県
林
業
研
究
セ

ン
タ
ー
研
修
本
館
で
開
催
さ
れ
、
林
業
普

及
指
導
員
を
は
じ
め
、
林
業
関
係
者
等
九

〇
名
が
参
加
し
た
。

　

県
内
の
普
及
指
導
地
区
の
代
表
者
七
名

が
、
日
頃
の
普
及
活
動
の
取
り
組
み
状
況

を
発
表
し
、
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

（
写
真
１
）

　

今
年
は
、
地
域
材
の
安
全
性
を
確
認
す

る
と
と
も
に
利
用
を
拡
大
す
る
取
り
組

み
、
森
林
整
備
の
集
約
化
や
経
営
計
画
を

推
進
す
る
取
り
組
み
、
安
全
な
原
木
を
生

産
す
る
取
り
組
み
な
ど
、
震
災
か
ら
の
復

興
に
向
け
た
地
道
な
調
査
や
、
地
域
関
係

者
を
つ
な
ぐ
努
力
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

新
た
に
展
開
さ
れ
た
普
及
活
動
が
報
告
さ

れ
た
。

　

午
後
に
は
、「
森
づ
く
り
の
心
得
～
森

林
の
し
く
み
か
ら
施
業
・
管
理
・
ビ
ジ
ョ

ン
ま
で
～
」
と
題
し
、
株
式
会
社
フ
ォ
レ

ス
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
顧
問　

藤
森
隆
郎
氏

か
ら
、「
森
づ
く
り
と
は
目
標
と
す
る
森

林
の
姿
を
見
極
め
て
、
必
要
な
管
理
や
施

業
の
計
画
を
立
て
、
実
践
し
て
い
く
こ
と

で
あ
る
」
と
林
業
に
係
わ
る
者
の
心
構
え

を
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。（
写
真
２
）

　

そ
の
後
、
県
林
業
振
興
課
大
高
明
彦
課

長
か
ら
普
及
活
動
報
告
の
講
評
、
審
査
結

果
の
発
表
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
に
は
長

澤
一
太
郎
さ
ん
（
会
津
農
林
事
務
所
）、

優
秀
賞
に
は
高
原
尚
人
さ
ん
（
県
南
農
林

事
務
所
）
が
選
ば
れ
た
。（
写
真
３
）

　

さ
ら
に
、
林
業
普
及
指
導
職
員
永
年
勤

続
表
彰
で
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
た
。

十
五
年
表
彰　

弓
田　

美
和
（
南
会
津
）

　
　
　
　
　
　

小
野
田
義
宏
（
相　

双
）

十
年
表
彰　

手
代
木
徳
弘
（
会　

津
）

発
表
さ
れ
た
普
及
活
動
内
容
は
つ
ぎ
の
と

お
り

「
県
産
木
材
、
製
材
品
の
安
全
性
確
認
及

び
利
用
促
進
に
つ
い
て
」

県
北
農
林
事
務
所　

油
井　

竜
太

「
川
上
と
川
下
の
連
携
に
よ
る
地
域
材
活

用
の
取
組
」

県
中
農
林
事
務
所　

加
藤　
　

修

「
地
域
に
根
ざ
し
た
森
林
経
営
計
画
の
策

定
に
向
け
て
」

県
南
農
林
事
務
所　

高
原　

尚
人

「
安
全
・
安
心
な
原
木
生
産
を
目
指
し
て
」

会
津
農
林
事
務
所　

長
澤
一
太
郎

「
元
気
な
南
会
津
を
発
信
！
～
震
災
復
興

用
木
材
供
給
市
場
の
開
催
～
」

南
会
津
農
林
事
務
所　

弓
田　

美
和

「
木
材
利
用
の
拡
大
に
向
け
た
担
い
手
の

育
成
～
新
「
ほ
っ
と
」
ス
ペ
ー
ス
創
出
事

業
を
活
用
し
て
～
」

相
双
農
林
事
務
所　

小
野
田
義
宏

「
い
わ
き
市
明
神
石
地
区
に
お
け
る
施
業

集
約
化
へ
の
取
り
組
み
」

い
わ
き
農
林
事
務
所　

齋
藤　

直
彦

（写真１）普及活動の発表

（写真２）講師　藤森　隆郎 氏

（写真３）最優秀賞　長澤一太郎 さん

平
成
二
四
年
度
林
業
普
及
指
導
員
全
体
研
修
会
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平
成
二
四
年
度
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
等

活
動
発
表
会
は
、
平
成
二
四
年
二
月
五

日
、
郡
山
市
の
県
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
研

修
本
館
で
開
催
さ
れ
、
県
内
各
地
の
林
業

研
究
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
、
林
業
関
係
者

等
約
一
〇
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
県
内
に
お
い
て
自
主

的
な
実
践
活
動
を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ

の
活
動
を
、
各
普
及
区
毎
に
発
表
し
、
今

後
の
各
グ
ル
ー
プ
の
更
な
る
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
農
林
水
産
部 

宍
戸
裕
幸
次
長
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
後
、
各
地
区
の
六
グ
ル
ー

プ
代
表
者
が
、
日
頃
の
活
動
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
各
グ
ル
ー
プ

と
も
東
日
本
大
震
災
及
び
原
発
事
故
が
活

動
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
振
り
返
り
、
工
夫

し
た
活
動
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
今
後

放
射
能
問
題
へ
の
対
応
、
活
動
の
取
り
組

み
方
針
等
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。（
写
真
１
）

　

発
表
後
、
県
林
業
振
興
課
長
、
林
業
研

究
セ
ン
タ
ー
所
長
、
福
島
県
林
研
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会
長
、
当
協
会
専
務
理
事
に

よ
る
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、（
独
）
放
射
線
医
学
総
合
研

究
所 

吉
田
聡
氏
に
よ
り
「
森
林
に
お
け
る

放
射
能
の
影
響
」
と
題
し
、
放
射
線
の
基

礎
的
な
知
識
と
福
島
第
一
原
発
事
故
の
影

響
、
ま
た
森
林
施
業
に
と
も
な
う
被
ば
く

管
理
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ

れ
た
後
、
熱
心
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
、

森
林
を
取
り
ま
く
放
射
線
影
響
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。（
写
真
２
）

　

そ
の
後
、
県
林
業
振
興
課
長
か
ら
各
グ

ル
ー
プ
活
動
発
表
の
講
評
、
審
査
結
果
の
発

表
後
、表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
写
真
３
）

　

審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

県
知
事
賞
（
最
優
秀
賞
）

◦
伊
南
地
区
山
菜
き
の
こ
栽
培
研
究
会

　
『�

特
用
林
産
施
設
の
活
用
と

き
の
こ
栽
培
に
よ
る
地
域
振
興
』　

星　
　

博
孝 

氏

森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
長
賞

◦「
森
林
に
お
い
で
よ
」

　
　
　
　
　
　

県
北
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
21

　
『�―

人
づ
く
り
を
目
指
し
た
森
林
づ
く
り

十
年
間
の
歩
み
か
ら―

』　

高
野　

金
助 

氏

林
研
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
長
賞

◦
合
同
会
社　

地
球
と
家
族
を
考
え
る
会

　
『�「
地
球
と
家
族
を
考
え
る
会
」
の

活
動
に
つ
い
て
』　

羽
生　

拓
希 

氏

◦
県
南
、「
木
も
れ
び
倶
楽
部
」

　
『
地
域
連
携
に
よ
る
異
世
代
間
交
流
』

山
本　

光
子 

氏

◦
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
会
津
の
森
林
を
育
む
協
議
会

　
『�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
会
津
の
森
林
を
育
む

協
議
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
』　

鈴
木　

良
一 

氏

◦
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
き
の
森
に
楽
し
む
会

　
『
震
災
後
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
』

松
﨑　

和
敬 

氏

（写真１）活動発表の様子

（写真２）講演する吉田聡氏（写真３）林研グループ連絡協議会長賞の表彰

平
成
二
四
年
度　

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
等
活
動
発
表
会
開
催

（
社
）
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
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ジ
ャ
パ
ン
エ
キ
ス
ポ 

イ
ン
福
島
二
〇

〇
一
う
つ
く
し
ま
未
来
博
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
福
島
県
も
り
の
案
内
人
の
会
も
組

織
的
に
活
動
す
る
機
会
を
得
ら
れ
た
。
こ

の
未
来
博
を
通
じ
、
森
林
の
ネ
イ
チ
ャ
ー

ツ
ア
ー
＆
森
の
学
校
に
お
い
て
具
体
的
に

勉
強
を
し
た
こ
と
で
、
そ
の
後
の
会
の
発

展
に
結
び
つ
い
た
。

　

自
然
に
恵
ま
れ
、
県
民
に
親
し
ま
れ
て

い
る
自
然
観
察
や
森
林
づ
く
り
な
ど
、
み

な
さ
ん
と
一
緒
に
森
林
の
役
割
や
大
切
さ

を
共
に
学
び
な
が
ら
伝
え
て
行
く
、
森
林

学
習
の
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
の
協
力
者
と

し
て
、
平
成
十
年
以
来
今
日
ま
で
活
動
を

続
け
て
来
た
。
こ
れ
に
は
「
平
成
九
年
か

ら
始
ま
っ
た
、
県
主
催
の
も
り
の
案
内
人

養
成
講
座
を
受
講
、
県
知
事
か
ら
認
定
さ

れ
た
人
達
を
中
心
に
活
動
を
続
け
、
平
成

十
九
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
も
取
得
。
平
成

二
二
年
度
に
は
県
内
外
の
環
境
学
習
等
を

含
め
、
参
加
者
は
二
二
、
〇
〇
〇
人
に
達

し
た
。
小
中
高
校
生
、
一
般
親
子
、
公
民

館
等
の
生
涯
学
習
、
企
業
か
ら
の
依
頼
も

受
け
、
自
然
観
察
以
外
の
植
樹
、
間
伐
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
体
験
を
通
じ
、
森
林
に

学
び
森
林
と
共
生
を
実
感
し
て
来
た
。（
参

加
者
の
比
率　

小
学
生
五
五
㌫
、
一
般
親

子
三
五
㌫
、
中
高
生
一
〇
㌫
）

　

こ
れ
ら
の
活
動
が
平
成
二
三
年
三
月
十

一
日
の
震
災
に
よ
る
放
射
能
汚
染
に
よ

り
、
浜
通
り
、
中
通
り
の
一
部
な
ど
に
お

い
て
は
森
林
は
も
と
よ
り
、
全
て
の
生
活

環
境
が
大
き
く
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

風
評
被
害
も
含
め
、
平
成
二
三
年
度
は
活

動
が
大
き
く
減
少
し
た
。

　

本
当
に
ど
こ
が
危
険
な
の
か
、
二
三
年

度
は
機
会
を
作
り
放
射
能
汚
染
の
勉
強
会

に
参
加
、
会
員
相
互
の
情
報
交
換
も
行
っ

た
。
そ
の
活
動
の
成
果
も
あ
り
、
二
四
年

度
は
震
災
前
の
六
〇
㌫
迄
復
活
で
き
た
。

安
全
・
安
心
な
森
林
を
県
内
外
の
人
々
に

知
ら
せ
る
た
め
に
も
会
と
会
員
の
努
力
に

よ
っ
て
、
自
然
の
中
で
、
た
く
さ
ん
の
生

命
に
出
会
い
、
自
然
の
不
思
議
に
気
づ

き
、
そ
の
仕
組
み
に
生
き
る
力
を
学
ぶ
た

め
に
、
自
分
達
が
森
林
以
外
の
環
境
全
体

に
五
感
を
働
か
せ
る
。「
も
り
の
案
内
人
」

と
一
緒
に
森
の
中
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
、
と
笑
顔
で
語
る
こ
と
の
出
来
る
福
島

の
森
林
に
す
る
為
、
こ
の
機
会
を
前
向
き

に
「
森
林
と
の
共
生
」「
森
林
に
親
し
み
」

「
森
林
か
ら
学
ぶ
」
を
目
指
す
。

　

ま
だ
ま
だ
長
い
時
間
が
必
要
で
あ
る

が
、
福
島
の
森
林
を
取
り
戻
し
た
い
。

　

こ
の
た
び
、
平
成
二
四
年
度
緑
化

功
労
者
と
し
て
林
野
庁
長
官
賞
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
永
田
壯
三
さ
ん
、
大

変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
十
一
年
二
月
に
「
福
島
県
も

り
の
案
内
人
」
の
二
期
生
と
し
て
認

定
を
受
け
、
平
成
十
六
年
四
月
に
は

「
福
島
県
も
り
の
案
内
人
の
会
」
の

会
長
に
就
任
、
平
成
十
九
年
四
月
に

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
福
島
県
も

り
の
案
内
人
の
会
」
の
代
表
理
事
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
本
年
度
、
任
期
満

了
に
よ
り
辞
任
さ
れ
る
ま
で
、
同
会

の
ま
と
め
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
県
の
緑
化
行
政
の
推
進

の
た
め
、
う
つ
く
し
ま
育
樹
祭
や
親

子
フ
ァ
ミ
リ
ー
教
室
に
お
け
る
企
画

や
全
体
調
整
な
ど
、
幅
広
く
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
も
、
引
き
続
き
、
森
林
づ

く
り
や
森
林
環
境
学
習
活
動
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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•
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•
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お
祝
い
の
言
葉

森
林
保
全
課
長

　

稲
本　

太
一
郎

平
成
二
四
年
度
緑
化
功
労
者

　

林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
島
県
も
り
の
案
内
人
の
会

前
代
表
理
事　

永　

田　

壯　

三

略
歴

◦
平
成
十
一
年
二
月
二
七
日

　
　

�

福
島
県
も
り
の
案
内
人
（
認
定
番
号
第

四
〇
番
）
に
認
定
。

◦
平
成
十
四
年
四
月

　
　

副
会
長
（
渉
外
担
当
）
に
就
任
。

◦
平
成
十
六
年
四
月

　
　

�

会
長
（
県
中
・
県
南
地
区
支
部
長
兼
務
）

に
就
任
。

◦
平
成
十
九
年
四
月

　
　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
と
同
時
に
代
表
理
事

に
就
任
。

◦
平
成
二
四
年
五
月

　
　

任
期
満
了
に
よ
り
辞
任
。

そ
の
ほ
か
、
所
属
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て

◦
平
成
三
年　
　

日
本
野
鳥
の
会
特
別
会
員

◦
平
成
十
九
年　

国
有
林
野
保
護
監
視
員

◦
平
成
二
〇
年　

�
福
島
県
野
生
動
植
物
保
護

サ
ポ
ー
タ
ー
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１　

バ
ー
ク
の
滞
留
状
況

　

現
在
、
県
内
で
は
製
材
時
に
発
生
し
た

バ
ー
ク
（
＝
樹
皮
）
が
各
製
材
所
に
大
量

に
滞
留
し
て
い
ま
す
。
従
来
、
原
木
の
製

材
過
程
か
ら
発
生
す
る
バ
ー
ク
は
、
畜
産

農
家
で
利
用
す
る
敷
料
や
バ
ー
ク
堆
肥
の

原
料
と
し
て
有
効
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
バ
ー
ク
を
原
料
と
す
る
家

畜
敷
料
や
肥
料
に
暫
定
許
容
値
（
四
〇
〇

ベ
ク
レ
ル

／
㌔
㌘
）
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、バ
ー
ク
の
取
引
が
停
滞
し
た
の
で
す
。

福
島
県
林
業
振
興
課
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

平
成
二
四
年
十
一
月
三
〇
日
現
在
で
は
県

内
六
八
事
業
者
で
約
五
万
三
千
㌧
の
バ
ー

ク
が
滞
留
し
て
い
ま
す
。

　

各
製
材
所
は
バ
ー
ク
の
仮
置
き
場
や
処

理
費
用
を
東
電
に
請
求
し
て
い
ま
す
が
補

償
は
十
分
で
は
な
く
、
今
後
も
バ
ー
ク
の

滞
留
が
続
く
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

２　

バ
ー
ク
燃
焼
の
問
題
点

　

滞
留
す
る
バ
ー
ク
を
減
容
化
す
る
方
法

の
一
つ
で
あ
る
燃
焼
処
理
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
の
バ
ー
グ
は
放
射
性
物
質

に
よ
り
汚
染
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
燃
焼
時
に
発
生
す
る
排
煙

（
散
灰
、
ガ
ス
）
の
適
正
な
処
理
が
必
要

で
す
。
首
都
大
学
東
京
が
実
施
し
た
室
内

実
験
に
よ
れ
ば
、
汚
染
さ
れ
た
竹
を
四
〇

〇
～
五
〇
〇
度
で
燃
焼
さ
せ
る
と
放
射
性

物
質
の
二
五
～
三
五
㌫
が
ガ
ス
化
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ー
ク
の
燃

焼
処
理
で
大
気
中
に
放
射
性
物
質
が
放
出

さ
れ
れ
ば
、
焼
却
炉
周
辺
が
再
汚
染
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

環
境
省
が
平
成
二
三
年
六
月
二
三
日
に

示
し
た
「
福
島
県
内
の
災
害
廃
棄
物
の
処

理
の
方
針
」
に
よ
れ
ば
、
放
射
性
物
質
に

汚
染
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
廃
棄
物
で
も

「
排
ガ
ス
処
理
装
置
と
し
て
バ
グ
フ
ィ
ル

タ
ー
及
び
排
ガ
ス
吸
着
能
力
を
有
し
て
い

る
施
設
で
は
焼
却
可
能
で
あ
る
」
と
し
て
い

ま
す
。
燃
焼
処
理
に
は
そ
れ
ら
の
機
能
を

有
す
る
施
設
ま
で
バ
ー
ク
を
運
搬
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
バ
ー
ク
運
搬
に

は
経
費
が
か
か
る
だ
け
で
は
な
く
、
適
切
な

飛
散
防
止
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
現
状
で
は
地
域
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た

バ
ー
ク
を
燃
焼
処
理
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

周
辺
住
民
の
理
解
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

３　

排
煙
処
理
装
置
の
開
発
目
的

　

本
研
究
で
は
、
以
下
を
目
的
と
し
て

バ
ー
ク
燃
焼
時
に
発
生
す
る
排
煙
を
処
理

す
る
装
置
を
開
発
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
な
お
、
本
装
置
の
開
発
は
首
都
大
学

東
京
と
の
共
同
研
究
で
あ
り
、
装
置
開
発

を
首
都
大
学
東
京
、
燃
焼
試
料
等
の
提
供

を
当
セ
ン
タ
ー
、
燃
焼
試
験
を
共
同
で
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

開
発
目
的

　

１　

放
射
性
物
質
が
含
ま
れ
る
排
煙

を
補
足
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
こ
と

　

２　

バ
ー
ク
を
減
容
化
し
放
射
性
物

質
を
濃
縮
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
こ
と

　

３　

既
存
の
小
規
模
な
燃
焼
炉
に
接

続
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ

と

　

４　

作
業
者
が
容
易
に
か
つ
安
全
に

装
置
を
運
用
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
こ
と

　

比
較
的
小
規
模
な
発
生
源
毎
に
バ
ー
ク

を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
運
搬
に

よ
る
放
射
性
物
質
の
拡
散
リ
ス
ク
を
軽
減

で
き
、
さ
ら
に
そ
の
地
域
で
発
生
し
た
森

林
除
染
の
廃
棄
物
等
の
処
理
へ
の
活
用
も

期
待
さ
れ
る
た
め
、
地
域
住
民
の
理
解
が

比
較
的
得
ら
れ
や
す
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
燃
焼
装
置
は
操
作
が
容
易
で
あ
る

こ
と
や
、
作
業
者
の
安
全
確
保
も
絶
対
条

件
で
す
。

４　

排
煙
処
理
装
置
の
仕
組
み

　

放
射
性
物
質
を
含
む
バ
ー
ク
の
燃
焼
時

に
発
生
す
る
排
煙
を
補
足
す
る
た
め
、
排

煙
を
水
に
封
じ
込
め
て
回
収
す
る
排
煙
処

理
装
置
を
試
作
し
ま
し
た
。

　

排
煙
を
水
に
封
じ
込
め
る
方
法
は
、
電

動
ポ
ン
プ
に
よ
り
高
い
水
圧
を
か
け
た
水

が
エ
ジ
ェ
ク
タ
ー
と
い
う
装
置
内
で

ジ
ェ
ッ
ト
水
流
と
な
り
、
水
流
に
伴
い
低

圧
化
し
た
煙
突
内
か
ら
排
煙
が
エ
ジ
ェ
ク

タ
ー
内
の
ジ
ェ
ッ
ト
水
に
引
き
込
ま
れ
る

仕
組
み
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
水
に
つ
い

て
は
装
置
内
で
循
環
し
て
再
利
用
す
る
シ（写真１）排煙処理装置の試作機

「
汚
染
バ
ー
ク
燃
焼
時
に
発
生
す
る

　
　
　
　

排
煙
の
処
理
装
置
の
開
発
」

（
首
都
大
学
東
京　

共
同
研
究
）　　

林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
林
産
資
源
部　

主
任
研
究
員　

小　

川　

秀　

樹

ポンプ
水タンク

排煙をジェット
水で捉える

排煙の流れ
水 の 流 れ

エジェクター
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ス
テ
ム
と
し
ま
し
た
（
写
真
１
）。

　

本
装
置
の
利
点
は
、
排
煙
を
最
終
的
に

水
に
閉
じ
込
め
る
閉
鎖
系
の
シ
ス
テ
ム
と

す
る
こ
と
で
放
射
性
物
質
が
系
外
に
漏
れ

出
る
こ
と
を
防
止
で
き
る
こ
と
、
ま
た
バ

グ
フ
ィ
ル
タ
ー
や
電
気
集
塵
機
と
い
っ
た

特
殊
な
排
ガ
ス
処
理
装
置
を
用
い
る
従
来

の
焼
却
炉
の
方
法
に
比
べ
る
と
管
理
が
容

易
で
あ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
装
置

の
構
成
は
エ
ジ
ェ
ク
タ
ー
・
水
タ
ン
ク
・

電
動
ポ
ン
プ
と
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
あ
る

た
め
、
分
解
し
ト
ラ
ッ
ク
等
で
運
搬
可
能

で
、
各
地
域
に
あ
る
既
存
の
焼
却
炉
に
接

続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

５　

試
運
転
の
状
況

　

本
装
置
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
、
平

成
二
四
年
一
月
二
六
日
に
ス
ギ
の
バ
ー
ク

四
・
五
㌔
㌘
と
ア
カ
マ
ツ
の
葉
一
・
七
八

㌔
㌘
を
市
販
の
薪
ス
ト
ー
ブ
を
用
い
四
九

〇
度
で
燃
焼
さ
せ
、
発
生
し
た
排
煙
を
本

装
置
で
回
収
し
ま
し
た
（
写
真
２
）。
薪

ス
ト
ー
ブ
内
に
残
っ
た
灰
の
量
は
一
四
〇

㌘
で
あ
り
、
バ
ー
ク
等
を
約
四
五
分
の
一

に
減
量
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
二
四
年
五
月
一
～
三
日

に
伊
達
市
の
農
家
の
敷
地
に
お
い
て
二
〇

〇
㍑
容
量
の
ド
ラ
ム
缶
を
利
用
し
た
自
作

の
ス
ト
ー
ブ
に
本
装
置
を
接
続
し
ま
し
た

（
写
真
３
）。
剪
定
枝
条
や
廃
棄
果
樹
等
約

一
〇
〇
㌔
㌘
を
燃
焼
し
三
〇
万
ベ
ク
レ
ル

／
㌔
㌘

の
焼
却
灰
一
・
五
㌔
㌘
を
回
収
し
、
約
六

七
分
の
一
に
減
量
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
な
お
、
試
運
転
の
際
に
は
周
辺
の

住
民
の
方
々
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
装
置
を

開
発
し
た
首
都
大
学
東
京
の
吉
田
教
授
が

装
置
の
仕
組
み
等
に
つ
い
て
説
明
を
行

い
、
周
辺
住
民
と
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
つ
つ
試
運
転
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
写
真
４
）。

　

ど
ち
ら
の
試
運
転
に
お
い
て
も
水
タ
ン

ク
内
の
約
一
㌧
の
汚
染
水
（
一
〇
〇
ベ
ク
レ
ル

／

㌔
㌘
）
は
、
フ
ィ
ル
タ
ー
で
ろ
過
す
る
こ

と
に
よ
り
再
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
実

験
室
レ
ベ
ル
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
燃
焼
炉
内
に
蓄
積
さ
れ
る
高
濃

度
の
燃
焼
灰
を
安
全
に
処
理
す
る
装
置
に

つ
い
て
も
首
都
大
学
東
京
が
試
作
し
、
共

同
で
試
運
転
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
作
業
員

が
燃
焼
灰
に
直
接
手
を
触
れ
る
こ
と
な
く

回
収
で
き
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
製
材
所
や
農
家
等
で
利
用
可
能

な
規
模
の
燃
焼
炉
に
本
装
置
を
接
続
し
、

電
動
ポ
ン
プ
の
出
力
や
水
タ
ン
ク
の
容
量

等
に
つ
い
て
適
切
な
規
模
を
検
討
す
る
予

定
で
す
。

６　

ま
と
め

　

各
製
材
所
で
は
バ
ー
ク
の
滞
留
が
現
在

も
続
い
て
い
ま
す
。
放
射
性
物
質
が
付
着

し
て
い
る
バ
ー
ク
を
小
地
域
ご
と
に
燃
焼

し
減
容
・
減
量
化
す
る
作
業
は
、
森
林
除

染
の
推
進
に
も
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
バ
ー
ク
の
処
理
が
進
ま
な
い
現
状

で
は
、
県
産
材
の
利
用
の
停
滞
、
あ
る
い

は
バ
ー
ク
の
不
適
切
な
処
理
を
招
き
か
ね

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
事
態
を
食
い
止
め

る
た
め
に
も
、
一
刻
も
早
く
本
装
置
の
実

用
化
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
伊
達
市
農
家
で
の
試
運
転
で
は
周

辺
住
民
の
方
々
か
ら
様
々
な
協
力
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
燃
焼
処
分
に
関
し

て
は
周
辺
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
大

前
提
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
リ
ス
ク
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
今
後

各
地
で
実
用
化
す
る
際
に
重
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

本
研
究
に
お
い
て
は
、
首
都
大
学
東
京

の
吉
田
教
授
及
び
吉
田
研
究
室
の
学
生
の

皆
様
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
頂
い
て
い
ま

す
。
ま
た
吉
田
研
究
室
の
方
々
は
震
災
直

後
か
ら
福
島
に
入
り
、
環
境
調
査
や
農
作

物
の
調
査
等
を
地
域
の
方
々
と
協
力
し
て

実
施
さ
れ
て
お
り
、
福
島
の
復
興
再
生
に

向
け
て
多
方
面
に
わ
た
り
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（写真２）試運転１
排煙処理装置に市販の薪ストーブを接続

（写真３）試運転２
伊達市農家にて自作ストーブに排煙処理装置を接続

（写真４）�伊達市農家において周辺住民に装置の説明
をする吉田教授（一番左）
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　１．高密路網整備事業計画の契機　
　当事業の計画は、私が林道に関わった集大成となった事業である。発端は大規模林道の利用区域の取り方に素因がある。
林道の利用区域は30ha等一定の集団化した区域が必要であり、面積の大小により補助率や事業名等が決められ、特に災害の
対象として利用区域は大切な要件となっていた。
　しかし、大規模林道は複数の県や多くの公道を横断するもので、個々の利用区域では「広域基幹林道」より狭いケースが
多々生じ、事前に検討していなかった林野庁は困惑し、一定の判断をして現在に至ってはいるが、当時の東北・北海道の林
道担当者が一丸となって林道計画が幹線・支線・分線として採択することが出来ないかを提案し、3,000ha以上という縛りは
されたが、総合的な林道計画ができるようになったことは、本計画の与えた影響は大きいものがある。
　しかし、当時は災害の対象として、利用区域はクリアされないままに本事業がスタートしたために、すべての計画路線の
利用区域面積を30ha以上することは担当者泣かせであった。「基幹作業道」を「簡易林道」と呼称し林道として扱う便法を
取るため、財政当局との激しい戦いは連日連夜続き、本計画を承認させたのが、本事業区域内に50ｍ／ ha以上の「高密路網」
を配置できた応援団になったことが忘れられない。
　高密路網整備事業は全国で５箇所採択され実施対象となったが、全国的に50ｍ／ haの路網は未整備であり、数年前に林
野庁内の「林道規程検討委員会」のメンバーが来県して、現地視察をされ、福島県が「高密路網利活用状況調査」について
調査を林業協会に委託し、高密路網の利活用について調査報告書をまとめ、その実態を明確にしてくれたことは全国的に評
価されることである。

　２．本計画の背景　
　本計画をいわき市に提案し、三和地区の森林所有者に賛同されるまでの背景について述べておきたい。本計画のような大
規模で短期間の投資規模の林道計画は、本県でも初めてのケースであったが、①事業主体になる「いわき市」が林務課とい
う林業単独の組織を有していて、森林林業に高い関心があったこと。②人工林率70％を超えるスギの美林を有するいわき市
三和町は、昔から林業林研グループ等を通じた林業についての見識と関心の高い地域であったこと。③いわき市は全国的に
大きな面積を有するだけでなく、財政的な支援を受けやすい環境であったこと等、行政・地域住民・環境等が一体となれた
ことが幸いしている。中でも三和地区には、素晴らしいリーダーが年代毎に配置されていたことが、本事業の推進に大きな
役割を果たしてくれた。

　３．いわき市の「森林・林業の将来構想」が決め手になった　
　当該構想の基本目標の骨子として、川上・川中・川下エリアに区分した構想で、生産基盤の整備促進・木材生産流通センター
や丸棒加工施設の新設・プレカット工場の新設や木材加工センターヘの新設を一体的に整備しようとする広大な構想の中で、
この高密路網整備事業が進められたことは幸いした。現在この構想はすべて実現され、それぞれ機能しているものと思って
いるが、全国で数箇所が立候補して実施された中で、林内路網密度が50ｍ／ ha以上を達
成したのは当地区のみである。
　その後、現地での実態調査に携わる機会に恵まれて（平成16年に報告書として集録）、
現地を歩きながら確認出来たことは、林道が行き林産物の生産手段として利活用され、正
に間伐が実施され生産材が林道沿線に集積される等活発な生産活動が展開されている姿に
感動した。

　４．今後の課題　
　当該林道等が、どのように利活用され、地域の方々の生活基盤や地域経済等に影響が
あったのかを継続して定期的に評価することが求められている。福島県では林道密度を
16.7ｍ／ haを目途とし、作業道等で補完して50ｍ／ haとした理論が、適正化なのかも併
せて検証することが肝要である。
　一方管理面では、利活用の多い林道は、路盤等は堅固で平坦性も確保されているが、施
業が長期間中止になると利用頻度が低下し、維持管理が行き届かないことが多々あるの
で、計画的に作業道も含めて定期的に管理することが求められる。
　また、広大な面積で多くの林道等が配置されているので、路網図は作成されているもの
の、現地が混乱するので標柱等の案内が必要である。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

林道を訪ねて3,000㎞シリーズ（第17回）

高密路網整備事業計画
技術士　中　村　多　伸•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

路 線 名 いわき・三和中部地区 幅　　　員 4.0ｍ 延　　　長 39,797ｍ
市町村名 いわき市三和町一円
開設年度 平成２年～平成15年 事　業　名 高密路網整備事業

作業道から集荷された間伐材

採光された林内の間伐状況

最終回
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栽培きのこの安全な生産に
向けての取り組み ■会津農林事務所

　　林業普及指導員　佐　藤　　　修

普及指導員通信•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災及び原子力発電所の事故により放射性物質が拡散し、特にき
のこについては、出荷制限等その影響は大きいものがあります。そこで、きのこの食の安全性を確認するた
め、市町村及びJAと連携した指導に取り組んでいますので、その活動内容について紹介します。
　①　きのこ生産者名簿の作成
　　　まず、指導客体を特定するため生産者名簿の作成を行った。
　　　市町村のきのこ担当者・JA担当者と連携して、既存の生産者名簿を基にきのこを生産している生産

者の調査を行い、その結果12市町村で160名が登録された。
　②　生産者説明会の実施
　　　次に、きのこ生産資材の安全性を確認するため、市町村やJA・生産者団体毎に説明会を開催したと

ころ、６箇所で60名が出席した。説明会では、きのこ生産ロット管理票によるほだ木や菌床のロット管
理の重要性及びきのこ原木・ほだ木及びおが粉・菌床の放射線量測定結果後の対処方法等を説明した。

　　　生産者がロット管理票に基づき資材管理を行い、市町村と農林事務所が協力して放射性物質検査を実
施する体制が構築されたことで、スムースな検査の実施が可能となり、資材検査409件、きのこのモニ
タリング検査153件を実施した。

　③　生産者への訪問指導
　　　市町村職員とともに各生産者を訪問し、12市町村で75名

の生産者から聞き取り調査及び現地調査を実施した。各生
産者に対して、ロット管理票に基づく管理がされているか
を確認するとともに、特に廃棄となったほだ木の管理につ
いては、看板等を設置して管理するよう指導した。

　④　安全なきのこ原木の確保
　　　管内で利用可能な原木を確保するため、西会津町におい

て、森林組合と協力し、現地調査のうえ原木の放射線量を
測定し、安全な原木約10,000本を確保し、きのこ生産者に供給できる体制整備を図った。

　今後、これらの指導を踏まえて、安全な原木の提供や放射性物質検査における関係機関との連携強化、生
産者全員の検査の実施を図りながら、生産者が安全な資材によりきのこを生産し、消費者が安心して食べれ
るきのこ作りを支援していくこととしています。

きのこで地域を元気に ㈳福島県森林・林業・緑化協会きのこ振興センター
●菌床栽培用ナメコ（登録品種）

〒963－0112　郡山市安積町成田字西島坂７－２　　Tel 024－947－2188　Fax 024－947－6926
E-mail : f -k inoko@mtj .biglobe.ne. jp　　URL:http://www.f-kinoko.org

●原木栽培用ナメコ（登録品種）
○その他各種種菌

○菌床　・シイタケ
　　　　・ハタケシメジ
　　　　・ムラサキシメジ等

○マイタケホダ木　　○栽培資材
安定多収量 大型・滑り少

コナラ原木で安定・多収量
食物繊維、ペクチン様物質豊富

福島Ｎ１号 福島Ｎ２号 福島Ｎ３号 福島Ｎ４号
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福島県森林整備加速化・
林業再生基金事業
森林施業プランナー
個別指導実施について

森連だより

福島県森林組合

連 合 会

　

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
木
材
自
給
率
を
五

〇
㌫
ま
で
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し

た
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」、
森
林

法
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
森

林
施
業
計
画
に
か
わ
り
、
平
成
二
四
年
四

月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
森
林
経
営
計
画

制
度
」
等
、
林
業
を
取
り
巻
く
環
境
、
林

業
に
求
め
ら
れ
る
社
会
的
ニ
ー
ズ
は
近
年

大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
変
化
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

人
材
と
し
て
、
森
林
経
営
計
画
を
作
成

し
、
地
域
の
森
林
を
管
理
す
る
重
要
な
存

在
で
あ
る
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
の

必
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

福
島
県
で
も
、
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
育
成
を
目
的
と
し
た
「
森
林
施
業
プ
ラ

ン
ナ
ー
育
成
研
修
」、
森
林
施
業
プ
ラ
ン

ナ
ー
基
礎
的
研
修
を
終
了
し
た
者
が
、
提

案
型
施
業
集
約
化
を
推
進
す
る
た
め
に
必

要
な
知
識
の
付
与
及
び
技
術
の
向
上
を
目

的
と
し
た
「
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
」
等
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
地
域
の
実
情
や
特
異
性
ま
で
を

考
慮
し
た
踏
み
込
ん
だ
研
修
・
指
導
は
ほ

と
ん
ど
行
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
会
で
は
、
福
島
県
の
福
島
県
森
林
整

備
加
速
化
・
林
業
再
生
基
金
事
業
を
活
用

し
、
提
案
型
集
約
化
施
業
に
取
り
組
む
林

業
事
業
体
等
に
所
属
す
る
森
林
施
業
プ
ラ

ン
ナ
ー
を
対
象
に
、
地
域
の
特
性
や
現
場

実
態
に
即
し
た
施
業
方
法
等
に
つ
い
て
個

別
指
導
を
行
う
「
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
個
別
指
導
」
を
二
月
十
二
日
か
ら
十
四

日
に
か
け
只
見
町
・
伊
南
村
・
舘
岩
村
・

田
島
・
下
郷
町
森
林
組
合
の
五
組
合
で
実

施
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
組
合
が
位
置
す
る
南
会
津
地

域
は
、
県
内
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ

り
、
浜
・
中
通
り
に
比
べ
特
異
的
な
環
境

に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
性
の
た
め

林
業
に
取
り
組
め
る
期
間
が
短
く
、
根
曲

や
幹
折
れ
等
の
雪
害
も
多
い
こ
と
か
ら
、

新
た
な
林
業
経
営
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
林
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
株
式
会
社
フ
ォ
レ

ス
ト
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
坪
野
克
彦
氏
を
講

師
に
迎
え
、
各
森
林
組
合
を
訪
問
し
、
プ

ラ
ン
ナ
ー
か
ら
現
場
体
制
や
機
械
の
保
有

台
数
等
の
現
状
を
聞
き
取
り
、
施
業
方
法

や
経
営
計
画
へ
の
取
り
組
み
方
法
の
見
直

し
、
他
県
の
取
り
組
み
事
例
の
紹
介
等
の

助
言
・
提
案
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
組

合
長
か
ら
も
聞
き
取
り
を
行
い
、
今
後
の

組
合
経
営
や
経
営
方
針
等
、
プ
ラ
ン
ナ
ー

単
独
で
は
取
り
組
み
が
難
し
い
「
組
合
経

営
」
に
つ
い
て
も
踏
み
込
ん
だ
経
営
診
断

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
プ
ラ
ン
ナ
ー
以
外
の
職
員
も
交

え
、
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
や
そ
れ
に
つ

い
て
の
対
応
策
、
新
た
な
取
り
組
み
等
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
個
別
指
導
で
は
、
こ
れ
ま
で
行

わ
れ
て
き
た
受
動
的
な
研
修
と
は
異
な

り
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
自
身
が
実
際
に
直
面
し

て
い
る
問
題
や
現
状
を
把
握
し
、
そ
れ
に

対
す
る
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
発
言
す
る

と
い
っ
た
能
動
的
な
作
業
が
求
め
ら
れ
た

こ
と
で
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
さ
ら
な
る

能
力
向
上
が
図
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
「
個
」
だ
け
で

は
な
か
な
か
見
え
て
こ
な
い
問
題
点
や
改

善
方
法
に
つ
い
て
、
第
三
者
の
目
線
か
ら

客
観
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
「
森
林
施
業

プ
ラ
ン
ナ
ー
の
個
別
指
導
」
を
通
し
、
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
能
力
向
上
、
組
合
経
営
の
健

全
化
へ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

経営診断、意見交換の様子

団体のページ
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きのこ産業
復興への一歩

～県補助事業実施について～
㈳福島県森林・林業・緑化協会
きのこ振興センター

主査　平　田　尚　久

きのこセンター
だより

　
「
三
・
一
一
」
か
ら
二
年
が
経
過
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
福
島
県
は
震
災
か
ら

だ
け
で
な
く
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
か
ら
復
興
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
二
年
が
経

と
う
と
す
る
現
在
も
、
事
故
に
よ
り
放
出

さ
れ
た
放
射
性
物
質
の
影
響
が
大
き
く
残

り
、
本
県
産
の
「
キ
ノ
コ
」
を
取
り
巻
く

環
境
は
、な
お
厳
し
さ
が
続
い
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
風
評
被
害
に
よ
る
販
売
価

格
下
落
の
継
続
、
安
全
性
の
証
明
、
原
材

料
価
格
の
上
昇
な
ど
で
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
子
力
発
電
所
事
故
の
デ
ー
タ
か

ら
、
キ
ノ
コ
は
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
吸
収

し
や
す
い
と
言
わ
れ
、
当
初
、
風
評
被
害

が
著
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
デ
ー

タ
の
多
く
は
、
野
生
キ
ノ
コ
に
関
す
る
も

の
で
あ
り
、
実
際
の
キ
ノ
コ
栽
培
で
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
事
故
後
に
検
証
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
現
在
は
、
安
全
な
原
材
料
を
使

用
し
て
適
切
な
管
理
を
行
え
ば
、
栽
培
キ

ノ
コ
の
食
品
と
し
て
の
安
全
性
は
、
十
分

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
新
聞
等
で
も
公
表

さ
れ
て
い
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
見
て

も
明
ら
か
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
現
在
、
こ
の
「
安
全
な
原
材

料
」
の
確
保
が
非
常
に
困
難
と
な
っ
て
い

る
の
で
す
。
キ
ノ
コ
栽
培
に
用
い
る
原
材

料
は
森
林
か
ら
産
出
さ
れ
ま
す
。
県
内
の

森
林
が
大
き
く
汚
染
さ
れ
た
い
ま
、
食
品

の
基
準
値
を
満
た
す
た
め
に
は
、
放
射
性

物
質
で
汚
染
さ
れ
て
い
な
い
県
外
か
ら
生

産
資
材
を
手
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
福
島
県
は
緑
豊
か
な
県
で
あ
り
、
従

来
、
き
の
こ
栽
培
用
原
材
料
を
生
産
し
て

県
外
へ
搬
出
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

事
故
の
影
響
に
よ
り
、
逆
に
県
外
か
ら
安

全
な
原
材
料
を
購
入
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
県
は
昨
年
度

に
震
災
前
と
震
災
後
の
資
材
単
価
を
比
較

し
て
、
増
加
し
た
分
の
二
分
の
一
を
補
助

す
る
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業

は
県
内
生
産
者
の
一
助
と
な
る
べ
く
事
業

で
あ
り
、
今
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
十
二
月
補

正
を
行
い
、
実
施
主
体
が
資
材
を
購
入
し

た
金
額
の
二
分
の
一
を
補
助
す
る
新
た
な

事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
き
の
こ
振
興
セ
ン

タ
ー
で
は
、
前
述
の
事
業
に
お
い
て
は
、

昨
年
度
同
様
に
、
当
セ
ン
タ
ー
に
事
務
局

が
置
か
れ
る
「
福
島
県
き
の
こ
産
地
化
推

進
協
議
会
」
が
実
施
主
体
と
な
る
こ
と
を

決
定
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
後
述
の
事

業
で
は
、
資
材
の
取
引
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
当
セ
ン
タ
ー
が
実
施
主
体
と
な
り
、

交
付
申
請
を
行
う
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
実
施
主
体
が
資
材

（
原
木
・
オ
ガ
粉
等
）
を
購
入
し
た
金
額

の
二
分
の
一
を
補
助
す
る
内
容
で
あ
り
、

実
施
主
体
に
交
付
さ
れ
た
補
助
金
は
、
購

入
実
績
に
応
じ
て
生
産
者
へ
還
元
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
原
木
栽
培
や
菌
床
栽

培
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
、
震
災
後

に
資
材
単
価
が
増
加
し
て
い
な
い
生
産
者

に
と
っ
て
も
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

震
災
後
、
原
材
料
の
入
手
が
困
難
で
生
産

量
減
少
が
続
い
て
い
る
生
産
者
や
、
原
価

が
大
き
く
上
昇
し
た
こ
と
に
よ
り
苦
し
い

経
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
生
産
者
も
、
震
災

前
の
生
産
量
ま
で
回
復
し
、
徐
々
に
で
も

き
の
こ
産
業
の
復
興
へ
と
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
両
事

業
と
も
迅
速
か
つ
円
滑
な
業
務
遂
行
に
努

め
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

キノコ栽培用資材（オガ粉）

団体のページ
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（
社
）
福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
の

主
催
で
平
成
二
五
年
二
月
八
日
（
金
）、
福
島

市
の
杉
妻
会
館
に
お
い
て
今
年
で
十
五
回
目

と
な
る
森
林
土
木
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
は
、
県
・
市
町
村
・
各
種
団
体
等
一

一
〇
名
が
参
加
し
熱
心
に
受
講
さ
れ
た
。

　

当
セ
ミ
ナ
ー
は
、
森
林
土
木
の
専
門
的
な

知
識
や
技
術
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
発
足

し
、
特
に
治
山
や
森
林
整
備
の
た
め
の
路
網

整
備
の
技
術
研
修
会
を
中
心
に
実
施
し
て
き

た
。

　

今
年
は
、
平
成
二
三
年
三
月
十
一
日
の
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

伴
う
森
林
へ
の
放
射
性
物
質
の
被
害
（
風
評

被
害
も
含
め
）
に
よ
り
、
福
島
県
の
森
林
林

業
の
健
全
な
方
向
性
が
見
え
な
い
状
況
の
中

で
、
今
後
の
森
林
林
業
に
明
る
さ
と
元
気
を

取
り
戻
す
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
と
な
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
Ⅰ
は
、「
放
射
線
と
森
林
汚
染
」

と
題
し
て
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究

所
、
企
画
部
放
射
性
物
質
影
響
評
価
監
の
赤

間
亮
夫
氏
か
ら
放
射
線
の
基
礎
的
な
知
識
と

福
島
県
が
実
施
し
た
森
林
汚
染
状
況
に
つ
い

て
講
演
さ
れ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
Ⅱ
は
、「
平
成
二
四
年
度
補
正
予

算
及
び
平
成
二
五
年
度
当
初
予
算
の
概
要
」

に
つ
い
て
、
県
農
林
水
産
部
森
林
計
画
課
の

飯
沼
隆
宏
主
幹
か
ら
説
明
が
さ
れ
た
。

　

特
に
、
森
林
の
放
射
性
物
質
に
よ
り
多
大

林協ニュース

平成24年度第15回
森林土木セミナー
開催される

森林・林業・緑化協会

な
被
害
を
受
け
た
福
島
県
が
、

環
境
庁
で
示
し
た
住
宅
な
ど
の

近
隣
森
林
二
〇
㍍
程
度
の
除
染

と
は
別
に
、
〇
・
二
三
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
以
上
の
森
林

に
つ
い
て
緊
急
的
な
間
伐
を
実

施
し
、
放
射
線
量
の
低
減
と
森

林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
、
林

業
の
再
生
を
図
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。（
資
料
１
）

　

こ
れ
ら
の
予
算
化
に
向
け
て

日
夜
検
討
と
国
と
の
協
議
に
努

力
さ
れ
、
今
回
の
予
算
化
に
至
っ

た
旨
の
熱
い
説
明
が
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
県
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
の
渡
部
茂
主
幹
兼
副
課

長
か
ら
は
、「
被
災
地
復
興
の
た

め
の
緊
急
的
な
間
伐
及
び
路
網

整
備
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
さ
れ
た
。

　

間
伐
の
実
施
予
定
面
積
は
民
有
林
面
積
の

約
三
三
㌫
の
一
八
三
千
㌶､

実
施
期
間
は
当
面

平
成
二
五
～
二
九
年
で
完
了
し
な
け
れ
ば
継

続
実
施
を
考
え
て
い
る
。
事
業
の
発
注
は
市

町
村
と
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
市
町
村
に
負
担

の
か
か
ら
な
い
Ｃ
Ｍ
方
式
（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
方
式
）
に
よ
り
、

市
町
村
と
は
別
に
外
部
組
織
が
計
画
づ
く

り
、
品
質
管
理
な
ど
の
新
委
託
方
式
を
採
用

し
的
確
に
実
行
し
て
い
き
た
い
旨
の
説
明
が

さ
れ
た
。

　

今
回
の
事
業
は
、
先
が
見
え
な
い
森
林
林

講師　赤間　亮夫 氏

業
に
と
っ
て
、
森
林
の
再
生
及
び
林
業
復
興

の
た
め
に
は
、
久
々
の
明
る
い
話
題
で
あ
っ

た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
確
実
に
実
行
し
て
い
く

た
め
に
は
、
福
島
県
の
組
織
的
な
指
導
支
援

と
市
町
村
、
森
林
所
有
者
、
林
業
・
建
設
業

の
関
係
団
体
等
、
官
民
上
げ
て
の
参
加
と
協

力
が
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る
。
関
係
者
の
御

奮
闘
を
祈
り
た
い
。

　

な
お
、
当
協
会
は
市
町
村
が
会
員
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
当
該
事
業
の
ス
ム
ー
ズ
な
推
進

が
図
れ
る
よ
う
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

た
い
。

（資料１）

団体のページ
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国
宝　

白
水
阿
弥
陀
堂
に
見
た
匠
の
技
！

　

い
わ
き
市
で
は
福
島
県
内
の
建
造
物
と
し
て

唯
一
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
お
堂
と
国
重
要

文
化
財
の
仏
像
を
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
は
「
白
水
阿
弥
陀
堂
」
で
す
。

　

平
安
末
期
に
建
立
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
白
水

阿
弥
陀
堂
で
す
が
、
そ
の
屋
根
の
葺
き
替
え
工

事
が
昨
年
、
実
に
五
六
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
、
六

月
に
は
一
般
者
を
対
象
に
し
た
特
別
見
学
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
幸
運
に
も
私
は
抽
選
で
選

ば
れ
、
半
世
紀
に
一
度
と
い
う
国
宝
の
葺
き
替

え
工
事
を
見
学
す
る
貴
重
な
機
会
を
得
ま
し

た
。

　

見
学
会
で
は
お
堂
の
屋
根
周
り
の
足
場
ま
で

上
が
り
、
露
わ
に
な
っ
た
お
堂
の
骨
組
み
や
サ

ワ
ラ
の
板
を
竹
釘
を
使
っ
て
葺
く
作
業
を
間
近

に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
る
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

特
別
番
組
さ
な
が
ら
。
見
学
者
一
同
は
大
興
奮

し
、
カ
メ
ラ
片
手
に
熱
心
に
案
内
者
の
説
明
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
屋
根
葺
き
に
使
用
さ
れ
る
材

を
鉈
を
使
っ
て
原
木
か
ら
板
に
す
る
作
業
や
槍

鉋
掛
け
な
ど
宮
大
工
な
ら
で
は
の
技
の
実
演
が

あ
り
、
鮮
や
か
な
手
さ
ば
き
に
皆
感
嘆
の
声
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
こ
の
見
学
会
に
は
す
て
き
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
実
際
に
屋
根
板

と
し
て
使
用
さ
れ
る
サ
ワ
ラ
の
板
に
五
〇
年
後

の
自
分
へ
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
載
し
、
半

世
紀
後
の
葺
き
替
え
の
際
に
見
学
者
へ
そ
の
板

を
送
る
と
い
う
夢
の
あ
る
も
の
。
見
学
者
は
五

〇
年
後
の
自
分
へ
は
諦
め
た
か
定
か
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
復
興
の
願
い
や
家
族
へ
の
想
い
を

し
た
た
め
て
い
ま
し
た
。

　

改
め
て
匠
の
技
の
素
晴
ら
し
さ
と
木
造
建
築

物
の
奥
深
さ
を
実
感
し
た
今
回
の
見
学
会
で
す

が
、
現
在
、
工
事
は
終
了
し
、
震
災
に
よ
る
被

害
で
修
復
さ
れ
て
い
た
仏
像
も
お
堂
に
戻
り
、

拝
観
は
再
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
匠
の
技
が
詰

ま
っ
た
国
宝
白
水
阿
弥
陀
堂
に
皆
様
も
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

山　

田　

茂　

隆

　

十
一
月
の
原
木
市
場
へ
の
入
荷
状
況
は
、
前
月
並
み
（
前
年
比
一
㌫
増
）

の
二
八
、
二
五
五
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

販
売
量
に
つ
い
て
は
、
前
月
比
八
㌫
増
（
前
年
比
六
㌫
増
）
の
二
九
、

〇
六
三
立
方
㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
～
十
一
月
の
取
扱
量
は
、
入
荷
量
、
販
売
量
と
も
に
前
年
比
で
や
や

下
回
っ
て
い
る
。

　

十
二
月
の
価
格
に
つ
い
て
は
、
保
合
で
あ
る
。

素材の価格〈工場着価格〉（12月15日現在）
（単位：m3当り千円）

注）１．前月差の△印は値下りを、＊印は前
月実績がなかったことを示す。

　　２．（　）内は各地域の価格幅、（　）外
は各地域の平均的価格を示す。

　　３．一般用材カラマツは工場着価格では
なく、福島県森林組合連合会の会津
共販所・いわき木材流通センターの
素材市売価格を示す。

福
島
県
い
わ
き
農
林
事
務
所

森
林
林
業
部
林
業
課

屋根の葺き替えの様子

区　分
形　　量

材質 樹  種
中 通 り 地 方 会 津 地 方 浜 通 り 地 方 県 平 均

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一

般

用

材

小
  5～  9

 4.00
並

ス　ギ
9（ 8～ 9） 0 （ 0～ 0） 0 9（ 9～ 9） 0 9（ 8～ 9） 0

10～13 並 9（ 8～10） 0 8（ 6～ 9） 0 10（10～10） 0 9（ 6～10） 0

中

14～18

 3.00
並 ス　ギ 11（11～11） 0 9（ 8～10） 0 11（10～12） 0 10（ 8～12） 0

並 ヒノキ 15（13～18） 0 （ 0～ 0） 0 15（15～15） 0 15（13～18） 0

 6.00
並 ス　ギ 17（15～19） 0 （ 0～ 0） 0 15（15～15） 0 16（15～19） 0

並 ヒノキ 24（24～24） 0 （ 0～ 0） 0 25（25～25） 0 25（24～25） 0

20～28

 3.65 並 ス　ギ 11（11～12） 0 11（10～12） 0 11（11～12） 0 11（10～12） 0

 4.00 並
アカマツ

10（ 8～12） 0 13（13～13） 0 9（ 9～ 9） 0 10（ 8～13） 0

 1.80 並 7（ 5～ 8） 0 9（ 9～ 9） 0 8（ 8～ 8） 0 7（ 5～ 9） 0

外

材

米
材（
定
尺
）

30以上 10.00
並 米ツガ 22（22～22） 0 （ 0～ 0） 0 22（22～22） 0 22（22～22） 0

並 米マツ 25（24～26） 0 26（26～26） 0 24（22～25） 1 25（22～26） 1
北
洋
材（
定
尺
）

28以下

 3.80 並 エゾマツ （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 22（22～22） 0 22（22～22） 0

 4.00
並 ベニマツ （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 22（22～22） 0 22（22～22） 0

並 カラマツ （ 0～ 0） － （ 0～ 0） 0 19（19～19） 0 19（19～19） 0
南
洋
材

70～90 8～14
並 ラワン （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

並 アガチス （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

パルプ
用　材

− −
並 マ　ツ （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

並 広葉樹 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

区分
形　　量

材質 樹 種
会　津　共　販 い　　わ　　き

径（㎝）長さ（ｍ） 当　　月 前月差 当　　月 前月差

一
般
用
材

12以下

 4.00

並 カラマツ （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

13～14 並 カラマツ （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） 0

16以上 並 カラマツ （ 0～ 0） 0 （ 0～ 0） －
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株式会社　福島測機
福島市渡利山ノ下前37-2　TEL 024-523-1706　FAX 024-523-1704

１. 樹木の様に比較的まっすぐな場合 ２. 堆積物等の山なり形状の場合

LDM-20
レーザーハイトセンサー「ハイト mini」
LDM-20

【LDM-20　仕様】 測 距 範 囲
測 距 精 度
傾斜センサー分析能
測　　　　　定
寸　　　　　法
重　　　　　量
付　　属　　品

反射板　無30ｍ　有300ｍ
±５mm
0.1
高さ・水平距離・斜距離
Ｗ64・Ｈ64・Ｄ180
650ｇ

ソフトケース・反射板・取説
RS232Cケーブル・EXCEL取込ソフト

高さ測定

福

島

県

福
島
県
内
四
森
林
管
理
署

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

福
島
県
森
林
組
合
連
合
会

福
島
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会

福
島
県
農
林
種
苗
農
業
協
同
組
合

福

島

県

林

業

公

社

森
林
総
合
研
究
所
福
島
水
源
林
整
備
事
務
所

福
島
県
森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会

（
福
島
市
中
町
五
番
一
八
号
県
林
業
会
館
内
）

相

馬

雅

俊

陽

光

社

印

刷

株

式

会

社

　
　
　
　
　
　
（
定
価　

六
三
円
）

編　

集

発　

行

発
行
人

表紙の写真

「森の怪樹」
　平成24年度　第27回ふくし
ま緑の写真コンクールで特選と
なった黒澤泰弘さん（いわき
市）の作品。

はなしの
ひろば

　

私
が
ス
ミ
レ
の
追
っ
か
け
を
始
め
て
二
〇
年
に
な
る
。
き
っ
か
け
は
一
冊
の
写
真
集
で
あ
る
。
岩
手
県
内
で
見
ら
れ
る

ス
ミ
レ
の
本
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も
な
い
綺
麗
な
ス
ミ
レ
の
花
が
た
く
さ
ん
載
っ
て
お
り
、
福
島

県
で
も
見
る
こ
と
の
で
き
る
種
類
が
い
く
つ
も
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
図
鑑
と
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
野
山

に
出
か
け
た
。
一
～
二
シ
ー
ズ
ン
は
、
さ
っ
ぱ
り
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
あ
る
日
突
然
、
ス
ミ
レ
が
見
つ
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
実
に
お
も
し
ろ
い
ほ
ど
に
。
今
ま
で
探
し
て
い
て
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
所
で
も
い
ろ
い
ろ
な
ス
ミ
レ

が
咲
い
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。
今
で
は
、
車
の
運
転
中
で
も
道
路
脇
に
咲
い
て
い
る
ス
ミ
レ
に
気
が
つ
く
よ
う
に
な
っ

た
。（
脇
見
運
転
を
し
て
い
る
と
家
族
に
は
不
評
で
あ
る
。）

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
田
ん
ぼ
の
畦
や
河
川
敷
の
堤
防
が
気
に
掛
か
る
。
ス
ミ
レ
の
花
が
咲
き
始
め
る
か
ら
で
あ
る
。

今
ま
で
一
番
早
か
っ
た
の
は
、
三
月
上
旬
、
阿
武
隈
川
堤
防
の
石
積
み
の
間
に
ヒ
メ
ス
ミ
レ
の
花
を
見
つ
け
た
。
背
丈
が

五
㌢
㍍
程
度
、
花
の
直
径
が
一
㌢
㍍
あ
る
か
な
い
か
の
濃
い
紫
の
花
の
ス
ミ
レ
で
あ
る
。
ま
だ
、
風
も
冷
た
く
オ
オ
イ
ヌ

ノ
フ
グ
リ
の
青
い
花
が
咲
き
出
し
た
時
期
に
、
も
う
咲
い
て
い
た
。
そ
こ
は
、
日
当
た
り
の
良
い
場
所
で
、
石
と
石
の
間

に
積
も
っ
た
少
し
ば
か
り
の
土
の
上
で
咲
い
て
い
た
。
一
株
の
小
さ
な
ス
ミ
レ
に
植
物
の
生
命
力
の
強
さ
を
感
じ
た
。
道

路
脇
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
隙
間
に
生
え
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
市
街
地
で
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ミ
レ
で
あ

る
。
葉
の
裏
側
が
紫
色
な
の
で
分
か
り
や
す
い
。

　

世
界
に
は
約
四
〇
〇
種
、
日
本
に
は
約
五
〇
種
の
ス
ミ
レ
が
あ
る
が
、
色
や
形
態
等
に
変
異
が
多
く
、
亜
種
や
変
種
、

品
種
な
ど
多
く
の
ス
ミ
レ
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
も
含
め
る
と
一
七
〇
種
類
以
上
も
あ
る
ら
し
い
。

　

福
島
県
内
で
は
、
福
島
県
植
物
誌
（
一
九
八
七
年
）
に
よ
る
と
品
種
な
ど
も
含
め
る
と
五
五
種
類
程
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。

　

私
の
使
っ
て
い
る
図
鑑
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
の
中
に
、
福
島
県
で
撮
影
さ
れ
た
ス
ミ
レ
が
載
っ
て
い
る
。
昭
和

村
で
撮
影
さ
れ
た
ア
ギ
ス
ミ
レ
で
あ
る
。
ま
だ
見
て
い
な
い
ス
ミ
レ
だ
っ
た
の
で
、
花
を
見
た
さ
に
二
年
ほ
ど
昭
和
村
ま

で
通
っ
た
。
最
初
の
年
は
全
く
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
二
年
目
は
花
は
な
か
っ
た
が
特
徴
で
あ
る
ブ
ー
メ
ラ
ン
型
の

葉
を
見
つ
け
た
。
場
所
を
記
録
し
て
お
い
た
の
で
、
今
年
は
花
を
確
認
し
て
、
写
真
に
収
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

一
種
類
の
ス
ミ
レ
の
た
め
に
、
何
時
間
も
車
を
運
転
し
て
花
を
見
に
行
く
と
い
う
、
趣
味
の
世
界
の
気
力
は
ま
だ
ま

だ
健
在
で
あ
る
。（
つ
づ
く
）�

安
達　

菫
風　

ス
ミ
レ
の
季
節
（
そ
の
一
）



山火事で受けた
損害

又は　県庁森林保全課
℡ 024－521－7441

《ご相談・お申し込みは》
◆県内各森林組合
◆福島県森林組合連合会

《保険の対象となる森林》
　竹林や人手の全く入らない天然林を
除き、面積が0.01ha以上であれば、
樹種、林齢に加入制限はありません。

備えのパートナー  森林国営保険
こんな災害からあなたの山を守ります。

火災1
暴風による根返
り、幹折れなどの
損害

風害2
豪雨、洪水による
埋没、水没、流失
などの損害

水害3

凍結、寒風などに
よる枯死などの損
害

凍害6
潮風、潮水浸水な
どによる枯死など
の損害

潮害7
火山噴火による焼
損、幹折れ、埋没、
根返りなどの損害

噴火災8

大量の積雪によ
る幹折れ、根返り
などの損害

雪害4
乾燥による枯死な
どの損害

干害5
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福
島
県
農
林
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産
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発
行
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社
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法
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福
島
市
中
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五
番
十
八
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県
林
業
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館
内

定
価
六
十
三
円

住化グリーン株式会社
本社　　　　〒104－0032　東京都中央区八丁堀４丁目５番４号 　　　　　　TEL.03-3523-8070　FAX.03-3523-8071
東北営業所　〒981－3133　宮城県仙台市泉区泉中央３丁目10番３号　泉セントラルビル202号室　TEL.022-771-6681　FAX.022-771-6682

ヤシマスミパイン乳剤
ヤシマスミパインMC
グリンガードNEO
バークサイドF
ヤシマNCS
モリエートマイクロカプセル
マツグリーン液剤2
マッケンジー

与作シート（茶・白）
折りたたみ式
専用キャリーバック使用（　　　　　　 ）

野生獣類から大切な
植栽木を守る
ヤシマレント

大切な日本の松を守る
住化グリーンの林業薬剤

蜂さされ防止
ハチノックL（巣退治）
ハチノックS（携帯用）

くん蒸用生分解性シート

使いやすさを
追求したハンドルと
思いのアクセルワークが
可能なトリガーレバー。

排気量18.3㎝3

世界最小・最軽量、2.2㎏の手のひらサイズ

20㎝（８インチ）・SP　￥66,675（税込）
20㎝（８インチ）・CV　￥72,765（税込）

40㎝（16インチ）・SP	 ￥135,660（税込）
45㎝（18インチ）・SP	 ￥137,865（税込）
40㎝（16インチ）・Ｈ	 ￥135,660（税込）
45㎝（18インチ）・Ｈ	 ￥137,865（税込）

・防振ハンドルブラケット
・トリガーレバータイプ
チップソー￥79,380（税込）
笹刈刃	 ￥78,330（税込）

ハスクバーナー・ゼノア㈱福島県代理店

㈲うねめ林業機械
TEL（024）952－2657・FAX（024）951－7775　〒963－0211　郡山市片平町字新蟻塚108の１

排気量40.1㎝3

さまざまな用途に対応、本格プロ仕様シリーズ

昭
和
四
十
二
年
二
月
二
十
四
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

平
成
二
十
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日
発
行（
毎
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回
一
日
発
行
）
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通
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三
号


